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Abstract
This report shows a short re宙ew of a voluntary subject(Thematic Seminaゴin HIT
(HachinOhe lnstitute of Technology) By making a general survey and its sample consideration
Of the lnternet―class,we came to two results l)The seminar with verious themes gave
students a great incentive to step―up work  2)The imbalance bet、、アeen over―and undersub‐
scribed courses are to be revised























































































区分 分 野 科 目 単位 開講
































































































































































3年 4年 計 学生数学科＼学年 1年 2年
12 73 421機械 50
14 62 363電気 43
21 92 406建設 69
26 82 449建築 48
15 30 292エネルギー
51 13 / 72 294情幸艮











































































H9後期 H10後期 H ll後期 H12後期 H13後期 H14後期
受講希望者 202 31 れ
'  40
甜,  40ヤ9  50 46
正規受講者 21 23 22 22 20 20
(1,2,3年数) (17,4,0)(9,5,9)(5,10,7)(3,5,14)(4,7,9)(3,15,2)
単位取得者 16 18 20 20 18 18
助手学生
総合学際科目「主題別ゼミナールJの実践と課題 (大津)
写真 1 ノー トパソコンによるゼ ミ,H13 写真2 パ ソコンルームによるゼ ミ,H14
確かな手応えが学生側から得 られてい
ると思われる。
8,2 ゼミの問題点
ゼミの問題点は2つ,テー マによる受講希望
者の片寄 りと各テーマヘの受講生の均等な配分
方法にある。第 1の問題である人気ゼミと不人
気ゼミの調整には,目下の対策 として翌年度に
別テーマヘの変更を担当者に依頼 しているが,
これを組織的に実施するにはゼミ受講状況の迅
速・正確な把握三ゼミ実施報告書の継続的な作
成が必要である。第 2の問題のゼミ受講者数の
均等化については,教員が個別的に対応してい
る現状を改善して,第2,第3希望をとるという
ようなオープンで公平なシステムに変えていく
必要があろう。
8.3 ゼミ報告書の公表と学内外配布
我々がこれまでに公表してきた報告書は2つ
ある。
(1)主題別ゼミナール報告書,平成 11年版 ,
83p"2000,720(学内配布)
(2)海外研修報告書 (米国 。中国),毎年出
版,2001年度版は42p.2002130
主題別ゼミ全体の実施報告書は (1)であり,
各ゼミの実施概要と主要ゼミで提出された受講
生のレポー トがまとめられている。上記の問題
点解決のためにも,今後の継続的な公表をめざ
している。(2)は海外研修だけを独立してまと
めたもので,大学全体の支援を背景に毎年出版
し,学内外に配布している。
8.4 予算措置
最後に,本学総合教育センターは,少人数教
育(オープニングセミナー,主題別ゼミナール)
による教養教育の活性化をテーマに,文部科学
省からH12年度より「教養教育改革推進経費」
の補助を受けていることを申し添えておきた
ヤゝ。
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